
田村明-周辺の紹介

「まちづくり」から「市民政府」に
展開させた背景と深層

田村の家族たち

両親、祖父母の出来事と

キリスト教文化からの視点

 

兄、田村明のお話をすることはある意味で難しい作業です。ただ、あまり世の中にはみせなかったであろう、彼の周辺にあったこ

と、起きたことを私なりにまとめ、そこから垣間見える彼の人となりや人との距離感、接し方について感じるものがあればという、

思いでお話をすることにいたしました。 

祖父・田村幸次郎は宮大工でしたが、仕事中に転落し亡くなり、実の母親を知らないまま、梅津家で養父母に育てられました。梅

津家は西洋散髪屋を営み、金回りはよかったようです。おかげで幸太郎は当時としては珍しく中学にまで行かせてくれました。良

い先生に恵まれ学問の喜びを知り、生涯それが財産になったように思います。ところが、青春期に養父養母の間で騒動が起こり、

養父は幸太郎にまでつらく当たる騒ぎで結局、梅津家を出ざるを得なくなります。こうして改めて田村姓を名乗ることを決意しま

した。18,9 歳の青年が養父母とはいえ、両親の離別を経験し、幸太郎の悩みは大きかった。やがてキリスト教村上教会に通うよう

になります。上の学校には行けなくなりましたが、教会でしりあった友達の縁で幸太郎は上海に行く機会が与えられたのです。幸

太郎はのちの妻・忠子の姉、愛子と事件絡みで遭遇するのです。愛子の夫、宝田一蔵が村上中学の先輩であったことも大変不思議

な縁です。こうした出会いから幸太郎は忠子の家族と触れることになって行きました。 
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忠子（明の母）の父・吉田亀太郎は化学、石油に興味を持ち、新潟に行きます。その仕事場の隣に新潟教会のパーム牧師が住

んでいたのです。なんとなく異国人に興味をもった亀太郎はパーム牧師と話をするようになるのですが、ある時、「牧師にな

らないか？」と誘われ、引き込まれるように牧師になって行きました。一方、忠子の母・石黒まちは油問屋の娘でしたが、石

油の台頭で家が倒産、そのショックの中、たまたまそこにあったキリスト教新潟教会に通うようになりました。そこにパーム

牧師との出会いがあり、聡明だったまちに牧師は横浜の共立女子で学問をするようにさそいます。数年してパーム牧師は東北

開拓伝道を計画、その先鋒に亀太郎を指名します。同時に安定した生活基盤としてまちとの結婚を勧め、こうして二人は結ば

れます。仙台での布教が軌道に乗り、亀太郎は相馬中村に次の開拓地を求めます。そこで 5女として生まれたのが忠子でした。

しかし、そこでキリスト教に対する大きな迫害を経験します。石を投げられ、追いかけられるなど、激しいイジメを受けたと

話す、とても辛かったのでしょう。その話は二度と聞くことはなかったのですが兄弟たちにもそれぞれ機会を作って同じ話し



ていました。時代は数十年の違いもあり、都会と地方の違いもあるでしょうが我が家はキリスト教であることの意味を告げた

かったと思います。その後、吉田家は浦和教会に移ります。忠子は絵画や音楽が好きでした。手じかあったオルガンの演奏を

覚え、教会で讃美歌の伴奏をしました。また、絵筆をとっては竹久夢二のような絵を描くことで過ごしました。 

  さて、幸太郎の方は上海で愛子との出会いから、その知らせを携えて吉田家を訪れます。ところが、上海帰りの幸太郎は当時と

してはキザっぽい青年に映ったのでしょう、吉田家では直ぐには受け入れられなかったようです。幸太郎はそれまでの経緯からク

リスチャンホームにあこがれを持ち、忠子への思いが内に秘められていたと思います。そうはいっても帰国後、自分に合った仕事

になかなか見つからず、よく仕事が変わったといいます。しかし、NCR に勤めてからすっかり職が安定し、さらに内村鑑三に出会

ったことですっかり人生観が一変したようです。一方、忠子は自分に思いを寄せていた青年とついに婚約にまで至るのですが、何

と婚約した数ヶ月後に彼は病を得て帰らぬ人になってしまいました。忠子は大変なショックだったと息子たちに話しています。し

かし、それらを乗り越える何かの働きがあったのでしょう、幸太郎と忠子は姉、寶田一蔵、愛子の仲人で結婚することになりまし

た。 

 

 幸太郎と忠子は 1920 年に結婚しました。4 人の子供、忠幸、義也、明、千尋が 2 年、3 年、4 年の間隔で生まれます。その間、

株価大暴落、関東大震災、さらに世界大恐慌、満州事変、日中戦争、と矢継ぎ早に事は起き、世の中は騒然とした時代に突入する

のでした。忠子はここで幸太郎の収入だけでは 4 人の男の子を育てられない、と考え、自ら働き、何がしかの収入を得たいという

意思を固めます。そして荻窪にあった保母養成所で勉強を始めます。幼稚園の先生になりたいと考えたのです。幼なかった明も小

学生に行くようになり多少分別も付く、母親が家を空けることをかなり冷静に見ていた様に思われます。世界大恐慌という大事件

で幸太郎の収入減、さらに姉の他界で姪のシンを引き取る形でお手伝いに来る、ということで恐らくそれが最良の解決策であった

のでしょう。千尋は丁度、シンが乳母のような形で育つことになりました。 

 

1940 ＮＣＲ経営停止命令、退職、
1941 日本光音就職

1937 青山学院緑ヶ岡幼稚園
にて主任保母

1938 青山学院：商学部 入学

1921 忠幸誕生 大正１０

192３義也誕生 大正１２

ソ連誕生 1922

1926 明 誕生 大正１５

満州侵攻 1933

株価大暴落 1920

関東大震災 1923

世界大恐慌 1929 1933 玉成保母養成所で
＿＿保母資格取得

1929 田村シン（幸太郎姪）
1930 千尋誕生 昭和５

忠子結婚1920 幸太郎

世界第二次大戦開戦 1941/12/8

1939 慶応義塾大学予科 入学

1942 青学：商学部 卒業

1942 出征：スマトラ派遣

1944 幼稚園閉園で退職

世界第二次大戦敗戦 1945/8/15
1945 除隊 帰宅

広島、長崎原子爆弾 1945/8/6 & 9

1945 いすゞ自動車に

勤労動員

1917 ＮＣＲ就職

日中戦争 1937

東京大空襲 1945/3/10

1943 出征(学徒動員） 特殊潜行艇

1944 静岡高校旧制 入学

田村家の誕生
「子育て」と「戦争」

1945 憲兵隊の監察

1944 日本特殊鋼に

勤労動員

1946 除隊：帰宅

軍拡と大正デモクラシー

金融不安と戦争準備

兵役と戦場

焼夷弾と爆弾、
憲兵による監察

横浜大空襲 1945/5/29

 

  

第二次大戦がはじまると、上の忠幸、義也はすぐ兵役に引っ張られました。忠子の悩み、苦悩は大きかった。そういう状況を見て

いた明は「自分は戦争で死にたくない」という思いで、なんとしても理系に進もうと考えます。理科は嫌いではなかったのは確か

ですが、浪人しないで進めるところ、それが旧制静岡高校の理系だったわけです。焼夷弾と爆弾にさらされる、ということがどん

なに恐ろしいことか、戦争の大変さは死と向き合う兵隊も無抵抗に逃げ回らねばならない市民も言葉では言い表せない苦痛です。

その上、自分を守るために人を攻めるという仲間の中にも敵がいる状況もあるのです。とりわけ官憲、なかでも憲兵隊はひどかっ

た。我が家の周辺にも何度か現れました。家にいたシンは私に「家の周りを調べられているみたいだ」と告げました。しかし、幸

い、内地戦は行われることなく敗戦、というピリオドが打たれたのです。 



 

1951 都立大 理学部化学科入学

世界第二次大戦敗戦 1945/8/15

1961 他界

中華人民共和国建国 1949/10/1

極東軍事裁判 判決 1948/11/12

ララ物資の日本支援 1946/11
1946 忠子GHQパークホテル
でメードのリーダーとして勤務

新円切り替え 1946/2/16

1953 &4 東大 法学部法律、政治 卒

1955 NCR定年退職、セールスプロモーションビューロ（産業能率大学）
専務理事として各地でセールスマン教育の講演をして歩く

1949 岩波書店

1954～63 日本生命 不動産部

朝鮮戦争勃発 1950

GHQ廃止 1952

1949 草月流の師範
初期の頃はパークホテルで、後、
知人を介し、また近傍の人たちとも

1950～51 運輸省

テレビ本放送 1953

サンフランシスコ平和条約 1951

特需 1950

1955～56 KK日研化学（医薬）

下山、三鷹、松川事件 1949 1948 大映（映画）

1948 NCR に復職

1957 三共（医薬）、阪大内地留学

1960/11 永木能子と結婚1960/5 斉藤眞生子と結婚

1946 幸太郎 ＧＨＱのＣＣＤに就職

1948 中山敏子と結婚

1946 義也慶大経済学部 復学

1947 明静高旧制 卒業

1950 東大 工学部建築学科 卒業

東大 法学部 入学

新日米安全保障条約 1960/1/19

ビキニ水爆実験 1954

ケネディー大統領 1961

東京オリンピック 1964

「戦後の混乱期」 と

「高度成長期」 へ

1946 忠幸 除隊帰宅

1947～1960 幸太郎、忠子、忠幸、明、千尋は矢内原忠雄の
聖書講義に参加、（明は大阪では黒崎幸吉の聖書講義に参加）

東海道新幹線 1964/10/1

1966 大島久美子と結婚

食糧難と財政難 1948 千尋都立理工専旧制 機械科 入学

1947 東京大学 工学部建築学科 入学

 

 戦争が終わりましたが家族全員、仕事が無くなりました。それでも、幸太郎は GHQの調査機関、CCD（手紙の翻訳）、忠子は

GHQ のパークホテルでメードのリーダーの仕事をすることに、二人ともささやかではありましたが何とか収入を確保したのです。

二人がそれぞれ好きだった英語が役にたちました。一方、戦後すぐに始まった矢内原忠雄の聖書講義には幸太郎、忠子、忠幸、明、

千尋の 5 人が参加します。明は大阪に行くと黒崎幸吉の聖書講義に参加しました。1948 年には幸太郎は NCR に復帰、1949 年に

は忠子が草月流の師範の看板が役に立ち、初めは外国人に、やがて家でお花の先生をするようになり、人の出入りの結構、激しい

家となりました。 

 明は東京大学工学部建築学科に進みますが、ただ構築物を作ることだけでは心が躍らなかったこと、卒業研究で都市計画の世界

に目が開かれたこと、運輸省という官僚組織のなかに入ってその硬直した組織の内側に自分の存在を置きたくなかったこと、広い

都市計画的な仕事には法律的な知識が絶対に必要だと思い、東京大学の法学部に入学してみて勉学の意味合いをかなり実務的なも

のに切り替えたこと、さらに、巨大な民間組織、日本生命に行っても組織が求めてくること、と自分がやりた事はなになのだを模

索する時間が長く続きます。さらに、結婚によって充実した家族をとの願いも妻、眞生子の不妊症という事態に遭遇して単純な家

庭的なものを求める事は出来ないと知ったこと、それらがいろいろな形で溶け合い、融合し、昇華し、展開が始まるのです。兄弟

の中ではとりわけ母親に付いていた彼は事ごとに彼女に話し込んでいた風景が思い出されます。 

 1961 年 10 月、田村家の実質的な支柱、幸太郎が、そして同年、12 月に精神的な支柱であった矢内原忠雄が他界します。所が、

この後、母にも兄弟たちには目まぐるしい仕事の展開が始まります。明は至極安定した仕事の日本生命から自分のやるべき道を切

り開くように KK 環境開発へ、6 大事業を提案、飛鳥田市長のブレインとして横浜市の企画調整局に入り仕事を展開して行きまし

た。義也は岩波書店の「世界」の編集長になりますが、自分の義侠的な判断で会社に迷惑をかけたと二度も辞表を出しています。

忠幸は KK 荏原ユージーライトの立ち上げに成功し、千尋は化学の世界では 50 年以上も未解決でフグ毒、テトロドトキシンの化学

構造を決め、それにより、当時としては珍しいイリノイ大学へポストドックで留学する事が出来たなどという展開でした。さらに

詫だこ 

   



 

1964～66 イリノイ大学

シム教授のポストドック

1965 義也雑誌「世界」編集長

国産原子炉1号点火 １９６２

1961 幸太郎 他界

三島由紀夫割腹自殺 1970

1962 忠子
絵画(油絵）始める

1971 忠幸 荏原インフィルコ

にて荏原ユージライト立ち上げ

東海道新幹線 1964/10/1

ケネディー大統領 1961

1970 辞表提出：雑誌「世界」で三島事件を無視、岩波受理せず

公害問題 ca.1972～

オウム、サリン事件 1995/1/17

東京オリンピック 1964

1971 横浜市企画調整局長

1969 辞表提出：大内兵衛、東大特殊部落問題で、岩波受理せず

1977 銀座えり円で個展（80歳）

都市計画学会論
文賞、環境庁長官
特別賞など

1964 千尋 国際天然物会議で
テトロドトキシンの構造決定発表

1968 横浜市企画調整室

1963～8 明 環境境開発センター

1978 横浜市技監

1977 建築学会賞

まちづくり協会、
横浜まちづくり塾、
現代まちづくり塾、
自治体学会、 など

1974 抗高脂質薬
メバロチン前駆

物質の構造決定

1984 他界

アメリカー同時多発テロ 2001/9/11

キューバ危機 １９６２

「展開」 と

＿「実り」

沖縄施政権返還 1972

1962～1986 月一度の家庭集会、母を中心に聖書を
読み担当者が解説する会。担当は 忠幸、明、千尋

1983 岩波退職：本の装丁家として自立

1981 横浜市退職、

法政大学教授 1981 荏原ユージライト退職

1995 三共退職
メバロチン発売

（単品売り上げ、世界一）、

1982 再度、銀座えり円で
個展(85歳）

日中平和条約締結 1978

昭和天皇没 1989

ソ連崩壊 1991

1975 千尋の次男、幸生 他界
明の司会で葬儀

 

  

1962 年から 86 年にかけて、幸太郎が亡くなってから、母・忠子を中心に忠幸、明、千尋の三人が聖書を読んで、その解説をする

という家庭集会を毎月、開くことになりました。聖書講義というのは決めた範囲を担当者が調べ、皆の前で発表するのですが、私

がとりわけ記憶に残る明の話では「旧約聖書も新約聖書もその当時の最高の理解力、判断力で表現した記録として読むと、いろい

ろ、すんなりと受け入れられる事が出来る。現代の知識で批判的に読むのは聖書の正しい読み方ではないのではないか」と言う主

旨のことを話した時に「なるほど」と思ったものでした。また、この集会では明の話が好評で、私の家内からの評価でも「明さん

の話が一番わかりやすい」でした。この会は家族そろって夕食をともにしますが、さらに終わると義也宅に寄って義也、明、千尋

の３家族で二次会の団欒を続けることが出来たことも有意義でした。特に義也と明の対話は非常に面白く、義也が社会正義派的な

発言で明の行動に多少のチェックを入れる。どうしても明の立場では「なかなかそれは実行できないものだ」という、すると「や

っぱり東大なんだな」という義也の評価に明は不満顔、というシーンが何度かあったことです。明は「強者の立場、判断基準で物

事を進めてはいないつもりだ」というニュアンスで訴えるのですが、弱者であるが故にさらに追い詰められてしまう、という歪ん

だ社会構造の存在を知っている義也からの所謂、突っ込みに画一的な行政判断が難しい、という明の気持ちを察した一場面でした。

そんな中、1975 年に千尋の次男、幸生が他界します。私たちは内村鑑三から出た矢内原忠雄の無教会派の流れにいたことで、教

会的な儀式、形式のない世界でしたから事が起きると大変です。周りの人達で葬儀をしなければならないのです。この時、明は横

浜市に移り六大事業などで最も忙しい時でしたが、彼が中心になって「幸生君を天国に送る」という会を小学生の友達と一緒に開

いてくれました。葬儀屋さんに「素晴らしい印象に残る葬儀を拝見しました」と挨拶されました。 

 明の信仰について一つだけ申し上げたいと思うことは、横浜時代以降、明が対外的には「信仰」とか「祈り」という言葉をを一

切封じてしまったように見えたことです。様々な人々との交渉事があり、信頼関係が構築できていないときに無暗に自分をさらけ

出すことはうまく事が進まなくなる、とりわけ「まちづくり」のような人間関係が重要なキーに作用する仕事の場合はそうであろ

う思われます。しかし、田村明塾でのテーマで全くこれを取り上げていないことにはある種の不思議な感覚をぬぐいきれません。

明があえて消したのか、あるいはもっと他の事を言いたいけれど、「宗教」や「祈り」という言葉では伝えられない何かがあった

のか、それを深めることの時間、意識、あるいは他の意図があったのか、これらは田村明の内面を探るという意味で、今後研究を

していきたいと思っています。 

 

最後に明が社会的な評価「賞を頂く」という事に対してどのような反応をしめしたか、という点を見てみます。彼の一つの指標か

もしれません。何と言っても建築学会賞の大賞は素直に嬉しかったようです。その大きな理由は建築学会という集団のなかで、そ

れまで何といってもハードの構築物を作った人が対象になるのが通例、あるいは、その感覚を越えられない、と思っていたのが、

今回は「都市全体への有機的な結びつき」という視点での賞で、建築学会自体に広がりが出てきたことに素直に喜びを感じたと、

述懐していたました。兄弟からの「思い」としては「賞を頂いた」という事で田村家の家族みんなでもっと祝ってあげてもよかっ



たのではなかったか、そんな思いも致します。終盤、人へのアプローチが大きくなり市民意識の発展を願うわけですが、まちづく

り協会、横浜まちづくり塾、現代まちづくり塾（東京）、自治体学会などへ大いに力を注いでいた姿を思い起こします。明の周辺

という事で多少、蛇足ですが幾つかの映像と簡略的な説明を以下、覧いただきます。 
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内村鑑三の「初夢」

 

 

 

 

母の絵、1915年頃右、1965年頃左

 

 

 

 

こどもたちが小学生の頃はよく書き初めをした。その血を継いだのは義也である。明は
思っていることを早くはき出したいとおもうのか字は雑だった。しかし、思いを込めて
ゆっくり書けばそれなりの字で書いていた、たとえば明宅の表札など、 

本文中にも書いたが幼い頃にイジメを受け、本来、外向きの子供だったが内にこもるよ
うになる。絵と音楽が彼女の友達だった。幼稚園の先生をやるようになってから積極的
に人に向かうようになる、幸太郎の他界で昔の夢を叶えたい 65 歳から本格的に油絵を
学び、80，85歳で個展を開いた。 



田村忠幸編：

吉田亀太郎追憶集
＿ ２００５

 

 

 

 

 

 

田村義也の
世界

 

 

 

 

 

 

忠幸は 4人の兄弟の中で最も整理の好きな少年だったし、長じても非常にしっかりした
字で克明に書く、パソコンのない時代だから字をきれいにかける人は喜ばれた。この本
は祖父、亀太郎に関わる書物を全て収録したもので良くここまで集めたと思う。、労作
である。定年を迎え、戦前、亀太郎の追憶集に関わった幸太郎の労作を元にさらに各地
にあった書類、英文を集めてた。従兄弟の兵頭謙三のチェックを受け完成した。 

兄弟４人のなかで義也は非常にユニークなひとでした。どちらかというと一人部屋に閉
じこもり自分の好きなことをやるのです。兄弟一緒に遊んだのは戦前、４人で将棋をや
ったことくらい、青年になる頃「家庭新聞」なる発刊物（往復はがきサイズ程度）を作
って我が家の出来事を書き、社会時評を彼なりの評価をしました。「のの字ものがたり」
は彼自身の手になる唯一の発刊物、武蔵美術大学で教鞭を執った関係で「背文字が呼ん
でいる」を纏めていただきました。「岩波書店」定年退職後「装丁や」という地位を確
立し、本に独特の個性を作り著者の意向を表現するという貢献をしたようです。 



田村明 と
「まちづくり」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明は思いが先に立つ人です。放送大学でも講師役をやったことがありますが聞いてい
ると、とても早口でした。父から「話をゆっくり、間をおけ」といわれた述懐してい
ます。書き物も原稿に手書きの時は思いが先になり、字が読めなくなる、出版社泣か
せだったと聞きます。しかし、書き物の内容は上手でした。彼の自慢は方々の大学な
どから試験問題などで使いたい、と言うリクエストが頻繁にあったことでした。江戸
東京、横浜、は義也の装丁、岩波新書の新書は義也が既に岩波を退職した後の書物で
す。定年後もこれだけ本を纏めることが出来たのもワープロのお蔭だったと思います。 

千尋は著作物はありません。あるのは研究論文だけです。それでも私企業の研究所で
働き、100 報以上纏めた人はそんなに沢山はいないでしょう。沢山の化学物質の構造
を決めることが出来たのは「X線結晶解析法」という近代兵器を駆使出来たからです。 
それまでの化学者は一生に一つの物質の構造が決められれば立派な化学者だったので
す。ふぐ毒、テトロドトキシンの構造を決めることが出来たのは嬉しい仕事でした。
世界的な化学者達と競うことが出来、時間との勝負に負けなかったという事です。後、
コレステロールが過剰な人への薬、メバロチンの元になるML236Bと言う物質の構造
を決め、これが世界的にも大きな反響を呼び、三共の屋台骨を強くしました。これら
のストーリーを纏めるよう義也に促され新書版で 400ページ程書きましたが他のこと
に目が移り未完のままです。 


